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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
可撓性シース内に軸線方向に進退自在に操作ワイヤを挿通配置して、弾性ワイヤにより形
成されたスネアループを上記操作ワイヤの先端に連結し、上記操作ワイヤを軸線方向に進
退操作することにより上記スネアループが上記可撓性シースの先端内に出入りして、上記
スネアループが上記可撓性シース外では自己の弾性によって膨らみ、上記可撓性シース内
に引き込まれることによって窄まるようにした内視鏡用スネアにおいて、
　上記スネアループが、径が相違する二本の撚り線ワイヤを先端と基端とで互いに固着し
て、その中間部分をループ状に広がった形状に曲げて形成されていることを特徴とする内
視鏡用スネア。
【請求項２】
上記二本の撚り線ワイヤの径が太い方の撚り線ワイヤの撚り数と径が細い方の撚り線ワイ
ヤの撚り数とが同数である請求項１記載の内視鏡用スネア。
【請求項３】
上記二本の撚り線ワイヤの径が太い方の撚り線ワイヤの撚り数が、径が細い方の撚り線ワ
イヤの撚り数より少ない請求項１記載の内視鏡用スネア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルに通されてポリープや粘膜等の切除を行う
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ために用いられる内視鏡用スネアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用スネアは一般に、可撓性シース内に軸線方向に進退自在に操作ワイヤが挿通配
置されて、その操作ワイヤの先端に弾性ワイヤからなるスネアループが連結され、スネア
ループが、操作ワイヤを軸線方向に進退操作することにより可撓性シースの先端内に出入
りして、可撓性シース外では自己の弾性によって膨らみ、可撓性シース内に引き込まれる
ことにより弾性変形して窄まるようになっている。
【０００３】
　そのような内視鏡用スネアのスネアループは、一本の弾性ワイヤをループ状に曲げ戻し
て操作ワイヤと連結するか、或いは二本の同じ撚り線ワイヤを、操作ワイヤと連結される
基端だけでなく先端でも互いに固着して、その中間部分をループ状に広がった形状に曲げ
て形成していた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００１－２９２９６０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　無茎のポリープや隆起状粘膜の基部等を囲む状態にスネアループを確実にセットするた
めには、スネアループが広げられて粘膜表面に押しつけられた時に腰砕け状態（粘膜側か
ら受ける反力によりスネアループが変形して先端部分が浮き上がってしまう状態）になら
ないことが必要であり、そのためには、スネアループを構成する弾性ワイヤが太い方が望
ましい。
【０００５】
　しかし、弾性ワイヤを太くすると、スネアループが可撓性シースの先端内に引き込まれ
て窄められた時に塑性変形し易くなるため、次に可撓性シースから押し出されたときのル
ープの広がりが小さくなってしまう欠点が生じる。
【０００６】
　そこで本発明は、スネアループが粘膜表面に押しつけられた時に腰砕け状態に変形し難
く、しかもスネアループが可撓性シース内に引き込まれて窄められた後でも、再び十分な
大きさのループ状に広がることができる内視鏡用スネアを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用スネアは、可撓性シース内に軸線方向に
進退自在に操作ワイヤを挿通配置して、弾性ワイヤにより形成されたスネアループを操作
ワイヤの先端に連結し、操作ワイヤを軸線方向に進退操作することによりスネアループが
可撓性シースの先端内に出入りして、スネアループが可撓性シース外では自己の弾性によ
って膨らみ、可撓性シース内に引き込まれることによって窄まるようにした内視鏡用スネ
アにおいて、スネアループが、径が相違する二本の撚り線ワイヤを先端と基端とで互いに
固着して、その中間部分をループ状に広がった形状に曲げて形成されているものである。
【０００８】
　なお、二本の撚り線ワイヤの径が太い方の撚り線ワイヤの撚り数と径が細い方の撚り線
ワイヤの撚り数とが同数であってもよく、或いは、径が太い方の撚り線ワイヤの撚り数が
、径が細い方の撚り線ワイヤの撚り数より少なくてもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、スネアループが、径が相違する二本の撚り線ワイヤを先端と基端とで
互いに固着して、その中間部分をループ状に広がった形状に曲げて形成されていることに
より、粘膜表面に押しつけられた時には太い方の撚り線ワイヤの存在によりスネアループ
が腰砕け状態に変形し難く、スネアループが可撓性シース内に引き込まれて窄められたと
きは、細い方の撚り線ワイヤが塑性変形し難いので、シースから押し出された時に再び十
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分な大きさのループ状に広がることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　スネアループが、径が相違する二本の撚り線ワイヤを先端と基端とで互いに固着して、
その中間部分をループ状に広がった形状に曲げて形成されている。
【実施例】
【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は、スネアループ１０が膨らんだ状態んだ状態の内視鏡用スネアの先端部分を示し
ており、この実施例の内視鏡用スネアにおいては、例えば四フッ化エチレン樹脂チューブ
等のような電気絶縁性の可撓性チューブからなる可撓性シース１内に、例えばステンレス
鋼撚り線等のような良導電性の可撓性の操作ワイヤ２が軸線方向に進退自在に挿通配置さ
れている。
【００１２】
　図示されていない可撓性シース１の基端側には、操作ワイヤ２を軸線方向に進退操作す
ることができる操作部が連結されていて、操作ワイヤ２の基端部には、操作部において高
周波電源コードが接続される。
【００１３】
　操作ワイヤ２の先端には、スネアループ１０を形成する撚り線ワイヤ４，５が金属製の
接続パイプ３を介して連結されており、操作部において操作ワイヤ２を進退操作すること
により、スネアループ１０が可撓性シース１の先端内に出入りする。
【００１４】
　スネアループ１０を形成する撚り線ワイヤ４，５は各々、例えば複数のステンレス鋼線
を撚った撚り線によって形成されており、操作部側から操作ワイヤ２を介して高周波電流
を通電することができる。
【００１５】
　図１に図示されるように、各撚り線ワイヤ４，５は、外力が加わっていない自然状態で
は各々中間部分が外方に膨らんだ形状（二本を合わせるとループ状になる形状）に曲げら
れていて、先端部分１０ａは銀ロー付け等によって相互に固着され、基端部分は各々前述
の接続パイプ３内に差し込まれて銀ロー付け等によりそこに固着されている。
【００１６】
　そして、スネアループ１０は、操作ワイヤ２により可撓性シース１内に引き込まれると
弾性変形して窄まり、図１に示されるように可撓性シース１外に押し出されると自己の弾
性によってループ状に膨らむ。
【００１７】
　そのようなスネアループ１０を形成する撚り線ワイヤ４，５のうちの一方の太径撚り線
ワイヤ４は、例えば直径が０．２５ｍｍの素線を３本撚り合わせた１×３本撚りで直径が
０．５４ｍｍのステンレス鋼撚り線が用いられ、他方の細径撚り線ワイヤ５は、例えば直
径が０．１５ｍｍの素線を１×７本撚りした直径が０．４５ｍｍのステンレス鋼撚り線が
用いられており、細径撚り線ワイヤ５より太径撚り線ワイヤ４の方が腰が強い。
【００１８】
　その結果、スネアループ１０が広げられて粘膜表面に押しつけられた時には、太径撚り
線ワイヤ４の腰の強さによってスネアループ１０が腰砕け状態に変形し難く、粘膜側から
受ける反力によってスネアループ１０の先端部分１０ａが浮き上がらないので、無茎のポ
リープや隆起状粘膜等に対してもその基部を囲む状態にスネアループ１０を確実にセット
することができる。
【００１９】
　また、スネアループ１０を形成する撚り線ワイヤ４，５が操作ワイヤ２によって可撓性
シース１内に引き込まれる際には、図２～図４に例示されるように、太径撚り線ワイヤ４
は余り変形せずに細径撚り線ワイヤ５が柔軟に変形しながら可撓性シース１内に引き込ま
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れる。
【００２０】
　その際に、図３に示されるようにスネアループ１０の先端部分１０ａが可撓性シース１
の先端から僅かに突出する状態の時には、太径撚り線ワイヤ４の有する曲がり癖の方向に
反って突出した状態になるので、その突出部を電極とする高周波ナイフとしても便利に使
用することができる。
【００２１】
　そして、図４に示されるようにスネアループ１０を形成する撚り線ワイヤ４，５が可撓
性シース１内に完全に引き込まれた状態では、太径撚り線ワイヤ４と細径撚り線ワイヤ５
が共に弾性変形してスネアループ１０が窄まった状態になるが、そのような場合に、径が
細くて腰の弱い細径撚り線ワイヤ５は塑性変形し難いので、スネアループ１０が可撓性シ
ース１の先端から押し出された時に細径撚り線ワイヤ５が元通りの形状に戻ることにより
、スネアループ１０が再び十分な大きさのループ状に広がって次のポリープ切除等を支障
なく行うことができる。
【００２２】
　そして、そのような効果を得ることができるスネアループ１０の撚り線ワイヤ４，５の
組み合わせは、使用目的等によって適宜選択すればよい。なお、太径撚り線ワイヤ４の撚
り数と細径撚り線ワイヤ５の撚り数とは同数であってもよく、例えば次のような組み合わ
せ例を採ることができる。
【００２３】
〔第２例〕
　太径撚り線ワイヤ４：直径０．５７ｍｍ（素線径０．１９ｍｍの１×７本撚り）
　細径撚り線ワイヤ５：直径０．４５ｍｍ（素線径０．１５ｍｍの１×７本撚り）
【００２４】
〔第３例〕
　太径撚り線ワイヤ４：直径０．５１ｍｍ（素線径０．１７ｍｍの１×７本撚り）
　細径撚り線ワイヤ５：直径０．４５ｍｍ（素線径０．１５ｍｍの１×７本撚り）
【００２５】
〔第４例〕
　太径撚り線ワイヤ４：直径０．３７ｍｍ（素線径０．１７ｍｍの１×３本撚り）
　細径撚り線ワイヤ５：直径０．３０ｍｍ（素線径０．０６ｍｍの１×１９本撚り）
【００２６】
〔第５例〕
　太径撚り線ワイヤ４：直径０．３９ｍｍ（素線径０．１３ｍｍの１×７本撚り）
　細径撚り線ワイヤ５：直径０．３６ｍｍ（素線径０．０４ｍｍの７×７本撚り）
【００２７】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば、スネアループに高周波
電流が通電されない絞断式の内視鏡用スネアに本発明を適用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用スネアの先端部分のスネアループが膨らんだ状態の平
面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用スネアの先端部分のスネアループがシース内に引き込
まれる途中の状態の平面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用スネアの先端部分のスネアループがシース内に引き込
まれる途中の状態の平面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡用スネアの先端部分のスネアループがシース内に引き込
まれた状態の平面図である。
【符号の説明】
【００２９】
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　１　可撓性シース
　２　操作ワイヤ
　４　太径撚り線ワイヤ
　５　細径撚り線ワイヤ
　１０　スネアループ

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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